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Happy anniversary
祝 発行1200回

～重要文化財指定・国指定名勝～



　市役所窓口の手続きや地域の情報など、皆さんの暮
らしに役立つ情報を掲載した「くらしのガイドブッ
ク」を３月上旬から中旬にかけて配布します。
　これは、市と(株)ゼンリンの協働により作成したも
ので、発行などの経費は、地元企業などの広告収入で
まかなっています。皆さんの生活にご活用ください。

_今月の表紙

_掲示板

らしのガイドブックを配布く

みんなで守ろう文化財

１月 26日は「文化財防火デー」です。文化
財防火デーとは、文化財を火災、地震など
の災害から守るとともに、文化財愛護意
識の高揚を目的とするものです。１月 27
日、重要文化財に指定された那須神社で
も、大田原地区広域消防組合により消防
訓練と立入検査が実施されました。

「広報おおたわら」はホームページでもご覧いただけます。
電子ブックも始めましたので、パソコンやスマートフォン
でもお楽しみください。
　　　　　　　　　　http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

※「市長メッセージ」は３月までお休みです。
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Ohtawa r a  c i t y
栃木県大田原市

住む人が輝き 来る人がやすらぐ 
幸せ度の高いまち

■人口 76,076人（男38,279人、女 37,797人）／世
　帯数 28,719戸≪２月１日現在≫
■面積 354.12k㎡／年間平均気温 12.7℃／年間
　降水量 1,734㎜

大田原市は栃木県の那須地区に位置
する人口約７万人の都市です。政
治・経済・文化などさまざまな分野
において、県北部の中心都市の役割
を担っています。2005年10月１日に
大田原市、湯津上村、黒羽町が合併
し、住む人と来る
人が幸福感にあふ
れるまちを目指し
ています。 栃木県大田原市

市の魚「ミヤコタナゴ」

市の木「イチョウ」

市の花「キク」

■今月の市民憲章
わたしたちは
自然を愛し
環境をととのえ
大田原を美しいまちにしましょう

■大田原市役所
〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
業務時間  ８ :30 ～ 17:15（月～金）
延長窓口  17:15 ～ 19:00（水）
電　　話  0287(23)1111

政策推進課　　２階 （２３）８７０１
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～国指定重要文化財・国指定名勝～
かつてから「八幡さん」と親しみ呼ばれ、
皆が様々な願いを胸に訪れた地、那須神社。

Aspecial feature article
特 集 那 須 神 社



津田 武兵衛さん那須神社宮司

　当社は地域の皆さまによって
代々大切に守られてきました。
その思いが通じてか、この度国
指定をいただけたことは大変誇
らしく、これもひとえに多くの
方々の支えがあってのことと厚
く御礼申し上げます。これを励
みに、これからもこの貴重な文
化財を後に守り伝えていけるよ
う努めていく所存です。

一棟／木造／三間一戸楼門／銅板葺／江戸時代

本殿と一連で、寛永19年（1642）に黒羽藩主大関高増によって建造され
た建物。禅宗様式を基調とした、極彩色の豪壮な建物である。
楼門の部材の墨書から、「日光山」の「大工小伝次」が建築に携わっていた
ことがわかる。

一棟／木造／三間社流造／瓦棒銅板葺／江戸時代

天正5年（1577）の建造と伝えられ、大関美作守高増より奉納された同年
の年紀のある「鰐口」（栃木県指定文化財）がある。
現在の社殿は、銅棟札に記されているとおり、寛永18年（1641）に黒羽
藩主大関高増（1616-46）によって再建されたものである。大関氏の定紋
である沢瀉の丸紋彫物など独創的な装飾が多用されており、また外部の
柱や長押などに施された様々な繫文様の彩色や金箔押、内部の鮮やかな
色彩の装飾絵画はいずれも当初のものである。
中世における地方の建築様式と江戸初期の華やかな桃山建築の様式が融
合された、重要な本殿建築の建物となっている。

【本殿 附 銅棟札　どうむなふだ】
一枚／銅製／縦77.0cm×横22.2cm×厚さ0.3cm

寛永18年（1641）に黒羽藩主大関高増が「施主」となり、「八幡宮」を「建立」
したことが記されている。

那
須
神
社　
　
　
　

   
成
立
と　

   

開
展

那
須
神
社　
　
　
　

   

建
築
物

② 楼  門　ろうもん

　

那
須
神
社（
金
丸
八
幡
宮
・
余
瀬

八
幡
宮
）は
、
仁
徳
天
皇（
３
１
３
〜

３
９
９
）の
時
代
に
下
野
国
造
の
奈

良
別
命
が
下
野
国
の
鎮
護
の
た
め
に

金
瓊（
黄
金
の
玉
）を
埋
め
て
塚
を
築

き
、
祠
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
延
暦
年
中

（
７
８
２
〜
８
０
６
）に
は
、
坂
上
田

村
麻
呂
が
宇
佐
八
幡
宮
の
御
霊
を
勧

請
し
て
八
幡
宮
に
改
め
た
と
さ
れ
、

「
八
幡
神
」を
祀
る
神
社
と
し
て
地
域

の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し

た
。
那
須
与
一
宗
隆
が
源
平
の
内
乱

に
際
し
て
当
社
に
戦
勝
祈
願
を
行

い
、
そ
の
後
文
治
３
年（
１
１
８
７
）

に
社
殿
を
建
造
し
た
と
さ
れ
、
以
来

那
須
氏
累
代
の
氏
神
と
し
て
、
さ
ら

に
戦
国
時
代
か
ら
近
世
を
通
じ
て
は

黒
羽
藩
主
大
関
氏
の
氏
神
と
し
て
厚

く
崇
敬
さ
れ
て
き
た
、
歴
史
と
由
緒

の
あ
る
古
社
で
す
。

　

神
社
境
内
の
社
殿
群
や
神
社
に
伝

来
し
て
い
る
神
宝
類
は
、
那
須
氏
や

大
関
氏
に
よ
っ
て
建
造
、
奉
納
さ
れ

て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
優
れ
た

資
料
か
ら
は
、
那
須
氏
・
大
関
氏
か

ら
の
崇
敬
の
篤
さ
、
ま
た
神
社
の
格

式
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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二基／石造／江戸時代／
竿直径45.0cm×高さ290.0cm

寛永19年（1642）に黒羽藩主大関高
増が、「所願成就」のために「造立」し
た石燈籠である。石材には芦野石
を用いている。

金丸塚は、仁徳天皇の時代に下野国造
の奈良別命が下野国の鎮護のために金
瓊（黄金の玉）を埋めて塚を築いたもの
と伝わっている。周辺一帯の金丸とい
う地名は、この塚に由来しているとも
いわれている。

現在の拝殿は明治17年の再建。唐破
風造の向拝部分は本殿や楼門と同
様の様式で当初に建てられた四ツ
脚の唐門だったとみられる。

一基／石造／江戸時代／
縦90.0cm×横157.0cm×高さ77.0cm

寛永19年（1642）に黒羽藩主大関高
増が、「所願成就」のために「造立」し
た手水舟である。石材には芦野石
を用いている。
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金丸小461

至黒羽

栃木県大田原市
南金丸1628番地

那須神社

【境内配置図】
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⑥

● ●

● ● 二の鳥居

一の鳥居一の鳥居

■ ■

社務所社務所

⑥ 金丸塚　かねまるづか

461

一棟／木造／寄棟造／
瓦棒銅板葺／明治時代／
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那
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神
社  

装
飾
と
宝
物

本殿装飾本殿装飾

①本殿 外陣内部　②本殿 内外陣境板扉
③鷹図絵馬　④太刀 銘 弘綱　⑤太刀 銘 一　⑥銅製鰐口(文和4年銘)
⑦銅製鰐口 (天正５年銘 )　⑧長谷川信近（宗伯）「八幡神像」

⑧

2.

①

④

⑤

⑥⑦

宝 物 類宝 物 類

撮影：永井文仁

②

③

■
期
間　

３
月
15
日（
土
）〜
31
日（
月
）

■
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

※

本
殿
内
部
装
飾
ほ
か
パ
ネ
ル
展
示
あ
り

　

    

那
須
与
一
伝
承
館　

 （
２
０
）０
２
２
０

那須神社
宝物 
特別公開

　那須神社には歴史がぎゅっとつまっ
ています。ぼくが取り組んでいる「永
代々神楽」もその歴史の一部です。笛や
太鼓にあわせて神楽を踊っていると、
昔の人々と心が通じ合うような気持ち
がします。これからも時代を超えて那
須神社の永代々神楽が伝わってほしい
と思います。

殿生 星太くん
金丸小学校６年

　永代々神楽・獅子舞など、那須神社にま
つわる伝統芸能との出会いは18歳の頃
でした。当時の練習では、仕草や足の運
び、また笛や太鼓の叩き方など、先輩の手
ほどきを受けながら覚えてきました。
　現在、保存会では那須地区郷土芸能
フェスティバルへの参加や、金丸小学校
郷土芸能クラブの児童に神楽舞の指導な
どを行っています。
　地元の子どもたちが神楽舞に関心を

持ってくれて、大変嬉しく思っています。今後も子どもたち
に教え続け、その子どもたちがいつか若き後継者になり、伝
統を継いで欲しいと思っています。　　　

永
代
々
神
楽
え
い
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

し
し
ま
い

那
須
神
社  

祭
礼

　屋島の戦い
で戦功をあげ
た那須与一宗
隆が、京都よ
り伶人を呼び
祭祀を始めた
といわれる。
　毎年敬老の
日(９月第３月曜日)に行われる例大祭
において奉納されている。

　大関増清が余瀬に白旗城を築いた際、
地鎮として舞わせたものといわれる。
　毎年３月の第２日曜日に奉納されてい
る。

獅
子
舞

成沢 清吉さん

永代々神楽・獅子舞
保存会会長

3.
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お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地

　
　
八
幡
宮（
那
須
神
社
境
内
）  

①

　

八
幡
宮（
那
須
神
社
境
内
）が「
お
く

の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」の
一
部
と
し
て

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

名
勝
と
は
、
文
化
財
保
護
法
で
規

定
さ
れ
た
文
化
財
の
種
類
の
一
つ
で
、

特
に
趣
の
あ
る
自
然
景
観
や
名
所
、

芸
術
的
あ
る
い
は
学
術
的
な
価
値
が

高
い
公
園
や
庭
園
、
橋
梁
、
湧
泉
、

河
川
な
ど
を
、
そ
の
保
存
・
活
用
を

目
的
と
し
て
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
も「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風

景
地
」は
、
松
尾
芭
蕉
の
紀
行
文『
お

く
の
ほ
そ
道
』に
登
場
す
る
名
所
旧
跡

で
、
往
時
の
雰
囲
気
と
遺
風
を
今
に

伝
え
る
景
観
が
優
れ
た
風
景
地
で
あ

る
と
し
て
一
連
で
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
い
て
国
名
勝
指
定
は
今

回
が
初
と
な
り
ま
す
。
県
内
で
は「
華

厳
瀑
お
よ
び
中
宮
祠
湖（
中
禅
寺
湖
）

湖
畔
」（
昭
和
６
年
指
定
・
日
光
市
）、

「
大
谷
の
奇
岩
群  

御
止
山
・
越
路
岩
」

（
平
成
18
年
指
定
、
宇
都
宮
市
）が
指

定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
３
件
目
と

な
り
ま
す
。

　

元
禄
２
年（
１
６

８
９
）松
尾
芭
蕉
と

そ
の
弟
子
の
曾
良

は
、
古
来
の
歌
枕
の

地
を
訪
ね
て『
お
く

の
ほ
そ
道
』の
旅
に

出
ま
し
た
。
途
中
、

黒
羽
に
逗
留
し「
八
幡
宮（
那
須
神
社

境
内
）」を
参
詣
し
た
松
尾
芭
蕉
は
、

屋
島
の
戦
い
で
戦
功
を
あ
げ
た
那
須

与
一
宗
隆
の
武
勇
を
偲
び
、「
与
一
が

屋
島
の
戦
で
扇
の
的
を
射
た
時『
と
り

わ
け
わ
が
生
国
の
氏
神
正
八
幡
』と

誓
っ
た
の
も
こ
の
神
社
で
あ
る
と
聞

く
と
感
動
が
殊
に
わ
き
あ
が
っ
て
く

る
」と
記
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
那
須
神
社
境
内
に
は
、
樹

齢
４
５
０
年
と
も
い
わ
れ
る
御
神
木

を
は
じ
め
と
す
る
杉
並
木
が
立
ち
並

び
、
本
殿
と
楼
門
、
手
水
舟
、
石
燈

籠
は
、
芭
蕉
が
訪
れ
た
際
に
実
際
に

目
に
し
た
も
の
で
、
当
時
の
姿
の
ま

ま
現
存
さ
れ
て
い
る
点
が
高
く
評
価

さ
れ
、
今
回
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

お
く
の
ほ
そ
道
と
八
幡
宮

そ      

ら

な  

す  

の

よ    

い
ち   

む
ね
た
か

お　

と
め　
や
ま

こ
し　

じ　

い
わ

ち
ゅ
う　
ぐ
う　

し　

こ

■日時　３月15日（土）　午前10時20分～ 12時15分
■場所　那須与一伝承館多目的ホール
■演題　「那須神社境内の価値を次世代へ伝えるために
　　　　-おくのほそ道の風景地の名勝指定の意義について-」
　　　　 本 中 眞 氏（文化庁文化財部記念物課主任調査官）
　　　　「那須神社本殿の建築的特徴」
　　　　 高宮 知美 氏（(有)伊藤平左エ門建築事務所）
■定員　160名（先着順）　　■参加費　無料
■申込　文化振興課　　（９８）３７６８へ電話で申し込み
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国
指
定
名
勝

　この度、多くの関係各位のご努力によ
り那須神社が国指定重要文化財に指定さ
れました。誠にありがたいことで氏子全
員で心より喜びたいと思います。また、
本殿の歴史的・建築の価値等については
今回専門家の先生方による調査で明確に
なり二重の喜びでした。
　那須神社は昔から「八幡さん」と慕わ
れ、３月の永代々神楽、９月の流鏑馬・子供相撲、御幸祭
に大勢の人が参拝に来たことを思い出します。
　最近、神社の境内で、遠く札幌・広島からの方等、屋島
の戦いでの那須与一のことや那須家・大関家のことに思い
を馳せる方等、多くの参拝者にお会いすることがあります。
　総代としても、神社の環境整備等に一段と力を入れたい
と心を新たにしました。市民の皆様にもご協力いただき、
この貴重な文化財を大切に後世に残していきたいと念願い
たしております。よろしくお願いいたします。

那
須
神
社  

守
る
人
々

殿生 征志さん
那須神社責任役員総代

あ
と
が
き  

　

国
の
文
化
財
と
し
て
そ
の
価

値
が
認
め
ら
れ
た
那
須
神
社
。

　

今
ま
で
身
近
に
あ
っ
た
も
の

が
こ
の
よ
う
に
貴
重
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
驚
く
方
も

少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
貴
重
な
財
産
を
守
り

後
世
に
繋
い
で
い
く
こ
と
は
、

私
た
ち
の
責
務
で
す
。

　

今
回
の
重
要
文
化
財
と
名
勝

の
指
定
を
機
に
、
地
域
の
歴
史

に
目
を
向
け
、
そ
の
意
義
価
値

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

記念式典・記念講演会

　「わぁキレイになっ
たね！」私たちの学校
では、みんなで一生け
ん命力を合わせて、な
す神社の清そうをして
います。落ち葉が沢山
あって大変だけれど、
終わった後は、まるで

宿題が終わったときのようにスッキリし
ます。そのなす神社が重要文化財に指定
されました。キレイになったなす神社に
大勢の人に来て
ほしいです。

川上 紗愛さん
金丸小学校４年

金丸小学校の児童に
よる清掃活動の様子
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選挙管理委員会事務局
　　（９８）３７６７

～  一票で　届けるあなたの　熱い声  ～
投票ができる方
平成６年３月10日以前に生まれた方で、平成25年12月１
日までに大田原市に住民登録し、引き続き住んでいる方

投票所入場券は３月３日（月）から順次発送
投票所入場券に記載してある投票所をご確認のうえお出か
けください。
入場券が届かない場合や紛失した場合は、本人と確認でき
ればその場で入場券を再発行し投票ができます。投票所の
係員にお申し出ください。

投票所の変更（右図のとおり）
　第４投票区投票所を変更します。
　【変更前】　ボランティア活動センター
　【変更後】　トコトコ大田原３階 中会議室
　　　　　　（中央１丁目３番15号）

期日前投票期間　３月３日（月）～８日（土）

期日前投票時間　午前８時30分～午後８時
※期日前投票は、市内のどこにお住まいでも、３カ所いずれ
の場所でも投票ができます。
※投票所入場券の裏面が期日前投票宣誓書（兼請求書）になっ
ていますので、必要事項をご記入のうえ、ご持参ください。
※入場券がお手元に届く前でも、期日前投票所に備えてある
宣誓書を利用して投票ができます。

・総合文化会館１階第１会議室
・湯津上庁舎１階102会議室
・社会福祉協議会黒羽支所会議室

期日前投票所

《第４投票区投票所 案内図》

《 ３階 》

住吉郵便局住吉郵便局

【旧投票所】
ボランティア
活動センター

【旧投票所】
ボランティア
活動センター

愛月堂

県北健康福祉センター県北健康福祉センター

トライアル

   聖家幼稚園   聖家幼稚園

市営立体駐車場市営立体駐車場

【新投票所】
トコトコ
大田原

【新投票所】
トコトコ
大田原

投票所
大会議室

小会議室小会議室
視聴覚室

つどいの広場キッズ
タウン

ふれあい
広場

エレベーターエレベーター

《トコトコ大田原 館内図》

　　  大田原市長選挙・市議会議員補欠選挙
選挙 《投票日  ３月９日（日）   投票時間  午前７時～午後８時》

　本市は、八溝山を囲む２市６町（大田原市、那須塩原市、那須町、
那珂川町、福島県棚倉町、矢祭町、塙町、茨城県大子町）と定住自
立圏構想の取組を進めています。これまで人口の定住のために必要
な生活機能の向上に向けて検討を重ねてきました。
　平成25年12月に各市町議会での議決をいただき、１月27日に大田
原市と連携する各市町の長が出席し、八溝山周辺地域定住自立圏形
成協定の調印式を行いました。
　今後は、この協定に基づき、医療・福祉・教育・産業振興・地域
公共交通などの各分野の代表者などによる「八溝山周辺地域定住自
立圏共生ビジョン懇談会」を開催し、定住自立圏の将来像や個々の
具体的取組について検討を
進めていきます。
※締結した協定書について
は、市ホームページをご
覧ください。

　ＪＲのダイヤ改正に伴い、市
営バスの運行時刻を変更します。
　また、これまでの運行状況に
基づき、市営バスの運行本数や
運行時刻の見直しも行います。

■実施日　３月15日（土）
■変更路線
　　　　　市内全路線（11路線）

※変更内容の詳細は、決定次第、
市ホームページなどでお伝え
します。また、市生活環境課、
定期券等販売所
および市営バス
車内で変更後の
時刻表を配布し
ます。

　政策推進課　　２階
　　　（２３）８７０１　

　生活環境課　　１階
　　　（２３）８８３２　

定住自立圏形成協定を締結 市営バスの時刻変更
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　市では、現在実施している事務事業の改善を行い次年度以降の実施につなげていくため、事務事
業の評価に基づき各部から選定された32事業について、事務事業内容の検証と改善について話し
合う事務事業検証改善会議を昨年８月から10月にかけて５日間実施しました。会議の中では外部
アドバイザーから多くの改善提案についてのご意見をいただき、担当課においてこれらの意見を検
討しましたので、結果をお知らせします。なお、詳細については市ホームページをご覧ください。

男女共同参画のリーダー養成研修であった海外研修をいった
ん休止し、「男女共同参画意識の底上げ」と「協働」意識の浸透
を目標とする研修内容とします。 

健康診断の受診率向上に努め、健診後の要精検査者の報告を
義務化します。
メンタルヘルス対策として「メンタルヘルスチェック教育プ
ログラム」などを行います。
職場巡視の回数を増やしていきます。 

大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、関係各課におい
てサービスメニューの提供、支援制度などについて検討し、
加入促進につなげていきます。 

事業所に「大田原市企業防災に関するアンケート」を実施し、
地域住民との協力体制、備蓄品管理調達連絡体制の構築を検
討します。
防災リーダーとなる防災士を育成し、自主防災組織結成促進
のため、地域住民対象の防災出前講座を担当できるよう防災
士の研修会を実施します。

大田原市民の
海外研修事業

職員安全衛生管理
事業

インターネットア
クセス網整備事業

防災対策事業

安心生活創造事業

敬老事業

ねたきり高齢者等
紙おむつ等給付事業 

自殺対策事業

健康教育事業

チャイルドシート
購入費助成事務

母子福祉事務

大田原市民号運行
事業

政策
推進課

総務課

情報
政策課

危機
管理課

高齢者
幸福課

高齢者
幸福課

高齢者
幸福課

健康
政策課

健康
政策課

商工
観光課

子ども
幸福課

子ども
幸福課

市内12地区すべてに見守り組織を構築します。

敬老会補助金、敬老祝い金について、平成26年度中に見直し
を行います。

将来、委託事業として実施することも含め、社会福祉協議会
と協議を行います。

平成25年12月から市民を対象としたカウンセリングを行い、
また、傾聴ボランティアを有効に活用していきます。

健康教育事業の目標指標について、第２次健康おおたわら21
計画での評価指標となる成人保健事業の評価を活用していき
ます。

助成の廃止を考えていましたが、代替えとなるチャイルド
シートのリサイクルについて検討した結果、現在の助成制度
を継続して実施することとしました。 

母子福祉事務のひとつである「ひとり親等新入学児童（生徒）
入学祝い金支給事業」について廃止の方向で検討しましたが、
母子家庭の収入が低いままであるため継続して実施すること
としました。 

市民号での訪問先の人々との交流の場を設けたり、募集パンフ
レットを工夫するなど改善して参加人数を増やしていきます。
平成26年度（第30回）の実施で一区切りとし、平成27年度以
降は、必要に応じて目的を明確にして不定期に実施します。 

事務事業名 担当課 次年度以降の改善方向
改善
効果額
（千円）

番
号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

　

3,000

改善効果
算定不可

改善効果
算定不可

5,407

3,807

954

0

0

　　 　　  平成25年度
事務事業 検証改善会議の結果
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勤労青少年ホーム
運営事業

南方古民家管理運
営事業

レストラン牧場
管理事業

佐良土多目的交流
センター運営事業

農道整備事業

平地林等保全対策
事業

学校給食センター
運営事業

学校図書館活性化
推進員配置事業

小学校教育活動
指導員配置事業

商工
観光課

商工
観光課

農政課

農政課

農林
整備課

農林
整備課

教育
総務課

学校
教育課

学校
教育課

事業所へのアンケートを実施し、より青少年のニーズにあっ
た講座を設けることにより、現在よりも利用人数を増やして
いきます。
講座のない昼間の時間帯に、利用対象者以外の特別利用者が
利用できることをＰＲし、利用にあたっては料金を徴収して
いきます。
当ホーム以外に、市民交流センター、生涯学習センターなど
において、求職情報を提供できる環境を整備していきます。

「定住」ではなく「観光（体験）」に焦点を絞り、大田原ツーリズ
ムと連携を図りながら、地域住民と交流ができる企画（「そば
打ち」など）を催していきます。

道の駅と一体となった指定管理とし、やすらぎの湯と共存で
き、お互いのメリットとなるような施策を立て、新規・リピー
ターの数が増えるサービスを提供できる施設を目指します。

土日祝日の直売所・物産店としての利用について調整を図る
とともに、市のプロモーションを流すなどして市の情報発信
を行っていきます。

優先順位決定の参考とするため、要望路線の状況を把握でき
るチェック表の作成を検討します。
農地・水制度の対象外の地域については、原材料を支給して
整備を行う事業が実施可能かどうか検討します。
整備後の効果測定として、利用状況の把握や地域住民の意見
聴取を積極的に行っていきます。 

隣接する自治会へのアンケート調査を実施し、利用者ニーズ
を把握します。
管理にあたっては、地元住民・団体の活動の充実を図ります。
大田原市新エネルギービジョンに基づき、各種新エネルギー
関連事業に合わせて補助事業を検討していきます。 

賄い材料費を除いた経費の節減に努め、１食あたりのコスト
削減を図ります。
食材については、地産地消の割合を高め、食育推進に努めます。
学校給食センター運営委員会において、衛生管理・１食当た
りのコストについてチェック機能を持たせます。 

「大田原市こども読書活動推進計画」に基づき、貸出管理のＩ
Ｔ化の準備を進めます。
市立図書館と連携し、図書の検索予約を行い、団体貸出数の
増加に努めます。

複式学級の該当校間でより綿密な情報交換を行い、指導員の
指導力向上と学級担任の連携強化を図り、よりよい指導員の
配置につなげていきます。
指導にあたっては、配備済の校務用パソコンを活用し、事務
効率・指導成果の向上に努めます。 

改善
効果額
（千円）

事務事業名 担当課 次年度以降の改善方向番
号

13

14

15

16

17

18

19

20

21

112

93

4,296

700

改善効果
算定不可

改善効果
算定不可
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総務課　　２階　　（２３）１１１１

市民大学開講事業

公民館体育事業

ゴルフのまちづく
り推進事業

屋内温水プール
管理事業

市有財産管理事務

こども医療助成事業

太陽光発電システ
ム設置事業

公道区域内給水管
布設事業

3・3・2号大田原野
崎線道路改良事業

橋梁維持事業

中心市街地活性化
事業

生涯
学習課

中央
公民館

スポーツ
振興課

スポーツ
振興課

財政課

国保
年金課

生活
環境課

水道課

道路
建設課

道路
維持課

まちづくり
推進課

開催場所を生涯学習センター（旧大田原市立図書館）に移し、
テーマに沿った移動教室を実施します。
国際医療福祉大学以外の大学とも連携をとり、講座内容を充
実させます。
生涯学習市民意識調査を基に、学んだ知識を活かし社会参画
ができるような内容・カリキュラムを設けていきます。

参加人数を増やすために、大会の土日祝日開催を検討します。
体育種目について、すべての年齢層が参加できる種目内容と
します。
自治会単位ではなく、公民館単位での参加を地区に検討して
もらいます。
地域の意見を聴き、地域のコミュニケーションに対応した魅
力ある事業とします。 

市内ゴルフ場に対し、ゴルフのまちづくりにふさわしいサー
ビス提供を依頼します。
ゴルフ客のみならず、その家族も楽しめる行事を検討します。
大田原ゴルフ連盟にジュニアゴルフクラブ設立を要請します。
市主催のゴルフ大会での参加費を値下げします。

次回の指定管理の選考では広く公募を行います。
現在の利用時間区分について検討します。
健康政策課、高齢者幸福課と連携した講座新設を検討します。

公売業務の民間委託を検討します。
命名権（ネーミングライツ）、広告収入、自販機の公募などを
検討し、新たな財源の確保につなげていきます。
官民パートナーシップ（ＰＰＰ）によるファシリティマネジメ
ント（ＦＭ）について検討します。 

事務の効率化改善のため、現物給付を検討していきます。
現物給付の年齢拡大について検討を続けていきます。 

設置費用に対する補助金額を見直します。

給水管布設の申し込みをして、その後未接続の者に対して、
接続催促の通知を行います。 

用地交渉時の重要事項について、書面での確認を実施します。

橋梁などの「安全性の確保」の判断基準と、安全・安心な橋梁
の公表を検討していきます。
橋梁の維持管理について、将来外部委託を検討していきます。

トコトコ大田原１階店舗を、「気軽に入れる店」となるように
誘導していきます。
大田原市の優れたところ、優れたものについて、発掘し、発
信し、誘客できるようにしていきます。

改善
効果額
（千円）

事務事業名 担当課 次年度以降の改善方向番
号

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

計 　32事業  　　   　22課  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　

215

151

改善効果
算定不可

19,287

26,080

7,190

5,472

184

改善効果
算定不可

76,948
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　今年７月に現農業委員の任期が満了し、今回の改選か
ら新たに５名の農業委員（選挙委員）が増員される予定で
す。
　農業委員の活動は、農地の権利移動・転用など「農地
法」に関すること、農地に関する相続税・贈与税に関する
こと、農業の担い手となる認定農業者や集落営農・農業
生産法人なども含めた農業者からの家族経営協定・農業
後継者・新規就農などに関することや、簿記・青色申告
の取り組み・農業者年金に関することなど、多種多様な
農業者の相談に対応したり、農業者間の紛争の調停や土
地改良・圃場整備に関する諸問題解決に向けた助言など
を行うなど多岐に渡っています。
　特に農地法に規定される農地の許認可事務に関しては、
平成21年の大幅な改正により、「学校・病院・役所等公共
性の高い建設用地等」においても許可の申請が必要とな
り、加えて太陽光発電などによる転用件数の増加ととも
に、委員の役割も増えてきています。
　一方、農業従事者の高齢化・後継者不足による耕作放
棄地の増加が懸念される状況にある中、新たな耕作放棄
地の発生防止のため、担い手の確保に向けた働きかけを
進めることも、農業委員の重要な役割となっています。
　国の農業政策は大きな転換期を迎えており、今後、我
が国がＴＰＰに参加した場合の農業に及ぼす影響は計り
知れないものがあります。地域農業の生き残りのために
も、新たな発想で「農家」を見つめ、生産、加工、販売といった、いわゆる６次産業化を進めることが求
められています。
　このようなことから、農業委員の活動はますます重要性を増していくでしょう。そのためにも、生産
者と消費者の視点をもつ女性の参画が大いに期待されます。

農業委員会　　　　（２３）８７１６

農業委員の主な活動内容

□農地法に基づく、農地の売買、転用、賃
借や解約などに関すること
□農地パトロールによる無断転用防止活動
に関すること
□貸し借り等担い手農業者への農地集積に
関すること
□農地の賃貸借料の情報提供に関すること
□農業生産法人の認定に関すること
□農地の相続税・贈与税の納税猶予に関す
ること
□農地の利用状況調査、耕作放棄地の実態
調査等に関すること
□認定農業者への支援等に関すること
□農地の転用・所有者移転申請及び受理・
許可に関すること
□免税軽油の耕作者証明及び各種証明に関
すること
□農家台帳の整備に関すること
□農業者年金の加入・受給に関すること
□全国農業新聞の購読あっ旋に関すること
□情報提供に関すること

農業委員の活動内容・農業委員の増員について

　消費税法などの一部が改正され、消費税率が
平成26年４月１日に引き上げられることにとも
ない、４月１日以降の水道料金などに対する消
費税率は８％となりますのでお知らせします。

①の水道料金は、平成26年４月１日前から継続し
て使用している場合は、４月、５月の検針日に応
じて旧税率（５％）が適用となる経過措置が設けら
れています｡水道メーターの検針は､市全体を偶数
月と奇数月に分けて２カ月に１回行っていますの
で、それぞれの検針地区に応じて適用となる消費
税率は下表のとおりです。

③の戸別処理浄化槽使用料は、平成26年４月１日
以後の浄化槽の使用分から新税率（８％）が適用と
なります。

水道課　　　　　（２３）８７１３　　　　　　
下水道課　　　　（２３）８７１２

《消費税率が８％になるもの》

①水道料金　　②水道加入金　
③戸別処理浄化槽使用料

偶数月の
お客様

奇数月の
お客様

４月請求分（２･３月使用分）は５％
６月請求分（４･５月使用分）以降は８％

５月請求分（３･４月使用分）
　３月使用分が５％、４月使用分が８％
７月請求分（５･６月使用分）以降は８％偶数月の

お客様
奇数月の
お客様

４月検針分は、経過措置により５％
６月検針分以降は８％
５月検針分は、経過措置により５％
７月検針分以降は８％

水道料金などの消費税率の引き上げについて
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生涯学習課　　　　（９８）７１１５

大田原西地区公民館　　（２３）８７１９

■所在地　大田原市本町１丁目2716番地5
■施設概要（使用料は無料）
【研修室、多目的会議室、視聴覚室】
　生涯学習、市民活動、社会貢献活動に関する研
修、会議などにご利用ください。事前に団体登
録および申請が必要です。
　研修室Ａ・Ｂ（定員各26名）/研修室Ｃ（定員20名）
/研修室Ｄ（定員72名）/多目的会議室Ａ（定員24
名）/多目的会議室Ｂ（定員42名）/視聴覚室（定員
30名）

【団体事務局室、作業コーナー】
　登録された団体の事務、資料作成などにご利用
ください。　

【打合せコーナー、情報提供コーナー、交流広場】
　生涯学習、市民活動などにご利用ください。
※コピー機（有料）、印刷機（有料）、紙折り機など
を揃えています。

【学習室】（59席）
■開館時間
　　平日・土曜日　　午前９時～午後９時
　　日曜日・祝日　　午前９時～午後６時
　　※４月８日（火）までは午後５時で閉館
■休館日　毎週火曜日　年末年始

■登録要件
　団体登録ができるのは、市内に活動拠点を有す
る次の団体です。
　・生涯学習関係団体　・ボランティア活動団体
　・非営利活動団体　　・地域活動団体
　・事業者などで社会貢献活動を行うもの　　　
※営利目的など当センターの運営方針と異なる利用
が明らかになった場合、施設の使用はできません。
■団体登録・使用許可申請の受付開始
　３月５日（水）から　午前８時30分～午後５時15
分（土・日・祝日を除く）
※団体の規約・事業内容など活動状況がわかるも
のをお持ちください。
■受付場所
　３月28日（金）まで
　　生涯学習課　　　　（９８）７１１５
　４月２日（水）以降
　　生涯学習センター　　（２３）２００３
※生涯学習課事務所移転のため、３月29日（土）か
ら４月１日（火）までは申請受付を休止します。

生涯学習センターが開館します

　４月から旧大田原図書館跡に生涯学習センター
がオープンします。この施設は、市民の生涯にわ
たる学習活動の支援とまちづくりに寄与する市民
活動の推進を図ることを目的としています。
　使用開始に先立ち、次のとおり団体登録および
使用許可申請を受け付けます。

生涯学習課・中央公民館移転のお知らせ

　生涯学習センターの開館に伴い、生涯学習
課、中央公民館は生涯学習センター内に事務
室を移転します。
■電話番号　生涯学習課　  （２３）２１００
　　　　　　中央公民館　  （２３）２００５
■FAX番号（共通）　　　　   （２３）１９０５
　　生涯学習課　　（９８）７１１５
　　中央公民館　　（９８）７０８０

　今年度で「大田原市勤労者総合福祉センター」の機能は廃止
され、４月から大田原西地区の社会教育、生涯学習などの活
動拠点となる「大田原西地区公民館」として開館します。

■施設概要　　
１階 会議室１（52.50㎡）
 会議室２（67.50㎡）
 体育室    （459.00㎡）

■利用時間　　午前：午前９時～正午
　　　　　　　午後：午後１時～午後５時
　　　　　　　夜間：午後５時～午後９時

■休館日　　　祝日、年末年始

市勤労者総合福祉センター臨時休館

　市勤労者総合福祉センターから、
大田原西地区公民館への移行に伴い、
その諸準備のため次のとおり臨時休
館します。

■期間
　３月25日（火）～ 30日（日）
※３月24日（月）・31日（月）は通常の
休館日になりますので、３月23日
（日）が最終開館日となります。

　　（一財）大田原市管理公社
　　　　　　　　（２２）６６２１

大田原西地区公民館が開館します

２階 会議室３（67.50㎡）
 会議室４（67.50㎡）
 和　    室 （67.50㎡）
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　末期腎不全では透析治療の準備が必要になる場合もあります。しかし、生活習慣の改善や治療により、
腎機能を維持・改善することは可能です。
　そのため、定期的に健康診査を受け、ＣＫＤの予防と早期発見に努めることが大切です。

　人工透析を導入した原因は、糖尿病性腎症によるものと高血圧性腎症によるもの、そのほか遺伝などに
よるものに分かれます。
　大田原市の平成23年度国民健康保険加入者の人工透析患者は89人でしたが、高血圧性腎症が全体の
47.2％と約半数を占めています。人工透析新規導入者の予防という観点からも高血圧対策が重点課題と
なっています。

　ＣＫＤの発症や重症化を予防するためには、生活習慣に気をつけるとともに、血圧や血糖値のコント
ロールが重要になってきます。日々の生活の中で気をつけたいポイントは以下のとおりです。

★４月から平成26年度市民健康診査が始まりますので
　ぜひご利用ください。
　定期的に健診を受けて自分の腎機能を確認しましょう。

※ｅＧＦＲ：糸球体ろ過量（腎臓がどのくらい老廃物を尿へ排泄できるかを示すもので、腎機能の指標とな
ります。血液検査のクレアチニン値と年齢・性別を用いて算出されます）

　  健康政策課　  　１階
　　　　（２３）７６０１

大田原市の重点課題は「高血圧性腎症」

腎臓をいたわるポイント

≪平成23年度 大田原市国民健康保険加入者 人工透析患者の原因の内訳≫

体重が増えると血液量が増え、腎臓の血管に負担をかけます。また、高血圧や高血糖、高ＬＤＬコレス
テロール、高尿酸なども腎臓を傷つけます。

≪体重､血圧､血糖値､脂質､尿酸をしっかり管理､コントロールする≫

塩分の取り過ぎは、高血圧を介して、または直接、腎臓を傷めます。
≪減塩に努める≫

アルコールの適正摂取量は、１日ビール５００ｍｌ・日本酒１合程度です。
≪禁煙、アルコールの適正摂取に努める≫

薬やサプリメントの中には、ＣＫＤの原因となったり、腎機能に負担をかけるものが少なくありません。
≪必要な薬以外は飲まない・使わない≫

排尿を我慢すると腎臓が傷つき炎症を起こします。
≪排尿を我慢しない≫

細菌・ウイルス感染は腎臓を傷つけます。
≪風邪をひかない≫

腎臓の細胞は再生されません。細胞を修復するためには睡眠や休養が必要です。
≪早寝早起き、十分な睡眠・休養をとる≫

高血圧性腎症
糖尿病性腎症
高血圧性・糖尿病性の両方
その他

原　因 人　数 割　合

合　計

４２人
１９人
　６人
２２人
８９人

４７ . ２％
２１ . ３％
　６ . ７％
２４ . ７％
１００％

（第二次健康大田原21計画より）
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大田原市のＣＫＤ
（慢性腎臓病）の現状と予防について

　毎年３月の第２木曜日は世界腎臓デーです。世界各地でキャンペーンを行い、腎臓病の早期発見と治療の
重要性を啓発しています。

　肥満、運動不足、飲酒、喫煙、ストレスなどの生活習慣はＣＫＤ発症に大きく影響します。また、糖尿
病や高血圧症などの生活習慣病は、全身の血管が傷む「動脈硬化」を進め、（腎臓の血管も例外ではなく）腎臓
にも障害があらわれてきます。

　平成25年度市民健康診査から分かる尿蛋白・ｅＧＦＲ※の検査結果をＣＫＤの重症度分類（日本腎臓学会
診療ガイドライン参照）に当てはめた状況は下表のとおりです。
　ＣＫＤの重症度は６段階に区分され、腎機能や尿蛋白の程度により分類しています。ステージが進行す
る（表の色が濃くなる）ほど、透析や心臓病、脳卒中などの危険度は高まります。この表から見ると、最も
危険度が高いステージ（色が１番濃い部分）の人は89人（0.8％）いました。自分がどの段階にあるのか当ては
めてみましょう。

ＣＫＤは多様な原因がありますが生活習慣と深い関わりがあります

市民健診から分かる大田原市のＣＫＤの現状

≪CKDへの経過≫

≪腎機能検査結果の状況≫

健康障害

腎臓病

心臓病
脳卒中

自覚症状はありません 生活に影響がでます

生活習慣
･食べ過ぎ
･飲み過ぎ
･運動不足
･喫煙
･ストレス 

血管の変化

腎臓､脳､心臓
を養う血管など
の動脈の変化

血管が傷み
　　  始める
･高血圧
･高血糖
･高尿酸
･脂質異常

潜在的に
　　  進行
･内臓肥満

･脂肪肝

人工透析など

高度尿蛋白
（２＋以上）

軽度尿蛋白
（＋）ステージ eGFR値

蛋白尿

G１

G２

G３a

G３b

G４

G５

正常
（－・±）

夜間多尿、むくみがある

むくみ､だるさ､食欲がない､
吐き気などの症状がある

むくみ、だるさ、動悸などの
症状がある

症状はほとんどなし

症状はほとんどなし

軽度～中等度低下

中等度～高度低下

高度低下

末期腎不全

正常または軽度低下

正常

合　計

90以上

60 ～ 89

45 ～ 59

30 ～ 44

15 ～ 29

15未満

計

1809人

7511人

1333人

159人

11人

1人

28人

161人

58人

16人

14人

1人

8人

37人

22人

15人

5人

4人

10824人 278人 91人

1845人

7709人

1413人

190人

30人

6人

11193人

腎機能悪化

腎
機
能
悪
化

××
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く
だ
さ
い
。

　

な
お
、接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
予
約

し
て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

●
自
殺
の
現
状　

　

平
成
25
年
の
自
殺
者
数
は
２
万

７
２
７
６
人（
警
視
庁
12
月
末
の

暫
定
値
）と
、前
年
に
続
き
３

万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。し
か

し
、依
然
と
し
て
深
刻
な
社
会

問
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
は

　

国
で
は
、
月
別
自
殺
者
数
の

多
い
３
月
を
自
殺
対
策
強
化

月
間
と
定
め
、
地
方
公
共
団

体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

重
点
的
に
啓
発
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
支
援
施
策
の
強

化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

●
市
の
主
な
取
り
組
み

①
自
殺
予
防
に
関
す
る
講
演
会

の
開
催

②
県
と
協
力
し
て
の
啓
発
活
動

の
実
施

③
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施（
通

年
）

　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

介
護
者
同
士
の
励
ま
し
合
い

や
助
け
合
い
は
、
介
護
す
る
上

で
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
認

知
症
に
つ
い
て
学
び
、
介
護
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
12
日（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
内
容

①
研
修
会

 

・
講
話　

｢

認
知
症
の
方
が
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に｣

　

介
護
し
て
い
る
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
最
新
治
療
な
ど

 

・
講
師　

岩
本  

俊
彦  

先
生

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病

院
高
齢
者
総
合
診
療
科
部
長

②
交
流
会

　

介
護
者
同
士
の
語
り
合
い

●
定
員　

30
名

●
申
込
方
法　

　

３
月
11
日（
火
）ま
で
に
、
左

記
へ
電
話
で
申
し
込
み

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
５
７

《
工
房
わ
か
く
さ
》

  【
陶
芸
講
座
】

 

・
定
員　

40
名

 

・
日
時　

毎
週
月
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午

 

・
材
料
費　

　

約
６
０
０
０
円（
年
間
）

  【
竹
工
芸
講
座
】

 

・
定
員　

20
名

 

・
日
時　

毎
週
水
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

第
２
水
曜
日
は
休
講

 

・
材
料
費　

　

１
作
品
に
つ
き
約
６
０
０
０
円

　
（
２
カ
月
で
１
作
品
程
度
）

  【
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

 

・
定
員　

25
名

 

・
日
時　

毎
週
金
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

 

・
材
料
費　

　

約
９
０
０
０
円（
年
間
）

※

初
め
て
の
方
は
道
具
代
約
２

万
円
が
別
途
必
要
で
す
。

《
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
》

  【
陶
芸
講
座
】

 

・
定
員　

20
名

 

・
日
時　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

 

・
材
料
費　

　

約
６
０
０
０
円（
年
間
）

《
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
清
流
荘希

望
の
家
》

  【
陶
芸
講
座
】

 

・
定
員　

35
名

 

・
日
時　

火
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

 

・
材
料
費　

約
１
万
円（
年
間
）

《
全
講
座
共
通
》

●
応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以

上
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
福

祉
に
理
解
が
あ
り
、
１
年
間

を
通
じ
て
受
講
で
き
る
20
歳

以
上
の
方
。
受
講
料
は
無
料

※
電
話
申
し
込
み
は
不
可

※
複
数
の
講
座
の
申
し
込
み
も

可
。
た
だ
し
、
陶
芸
講
座
の

重
複
受
講
は
不
可
。

●
申
込
方
法　

　

３
月
３
日（
月
）〜
17
日（
月
）

に
、
高
齢
者
幸
福
課
・
湯
津

上
支
所
総
合
窓
口
課
・
黒
羽

支
所
総
合
窓
口
課
に
あ
る
申

込
書
で
直
接
申
し
込
み

●
受
講
者
の
決
定　

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

結
果
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

　
　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０　

市民サービスの向上につなげるため、有料広告を掲載しています。

３
月
１
日
〜
７
日
は

｢

子
ど
も
予
防
接
種
週
間｣

介
護
者
研
修
会･

交
流
会

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り

講
座 

受
講
生
募
集

３
月
は

｢

自
殺
対
策
強
化
月
間｣
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集

子
育
て

健
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・
国
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教
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ス
ポ
ー
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税

産
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イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
高
齢
者（
65
歳
以
上
の

方
）の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
日
頃
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
募
集
作
品　

ぬ
り
え
、折
り
紙
、

手
芸
作
品
な
ど
、
未
発
表
の

作
品（
一
人
１
点
）

●
募
集
期
間　

３
月
17
日（
月
）〜

28
日（
金
）

●
展
示
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜

７
日（
月
）※ 

土
・
日
も
開
場

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
展
示
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン

タ
ー
入
り
口
ホ
ー
ル

●
作
品
の
搬
入
に
つ
い
て

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・
中
央

　
（
大
田
原
小･

紫
塚
小
学
校
区
、

金
田
北･

金
田
南
地
区
）

　
　
（
２
０
）１
０
０
１

 

・
西
部

　
（
西
原
小
学
校
区
、親
園･

野
崎･

佐
久
山
地
区
）

　
　
（
２
０
）２
７
１
０

 

・
東
部（
黒
羽･

湯
津
上
地
区
）

　
　
（
５
３
）１
８
８
０

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
葬
祭
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額　

５
万
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
喪
主
の
方
の
印
か
ん

 

・
喪
主
の
方
の
名
義
の
預
金
通
帳

 

・
会
葬
礼
状
な
ど
喪
主
の
確
認

が
で
き
る
も
の

 

・
運
転
免
許
証
や
市
民
証
な
ど

窓
口
に
来
た
方
の
確
認
が
で

き
る
も
の

●
時
効　

葬
祭
か
ら
２
年
が
経

過
す
る
と
、
申
請
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
以
外

に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い

て
は
、
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

国
保
年
金
課　
　

１
階　

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

●
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
へ

　

就
職
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
以
外
の
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入

す
る
方
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

手
元
に
保
険
証
が
届
い
て
い

な
く
て
も
そ
の
資
格
を
取
得

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、

本
来
使
用
で
き
な
い
保
険
証

を
使
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
届
出
は
お
早
め
に

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
の
窓
口
に
届
出
が

必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い

と
、
保
険
税
の
計
算
が
正
し

く
で
き
ま
せ
ん
。

◎
会
社
な
ど
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
）に
加
入
ま
た
は
脱
退
し

た
と
き

◎
被
保
険
者
が
死
亡
、
転
出
し

た
と
き

◎
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る
市

外
在
住
の
学
生
が
卒
業（
修

了
）し
た
と
き

※

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
や

脱
退
日
は
、
届
出
日
で
は
な

く
、
社
会
保
険
を
脱
退
し
た

日
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入（
ま
た
は
脱
退
）す
る
理

由
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
８
５
７

　

　　

高
齢
者
作
品
展
示
会
の

作
品
募
集

葬
祭
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

国
民
健
康
保
険
の
お
手
続
き

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ ／大田原年金事務所　　（２２）６３１３国保年金課　　１階　　（２３）８９２８

過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ
国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が
拡大されます
　国民年金は、所得が少ないときや失業などにより保険
料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免除
を申請することができます。
　平成26年４月からは、過去２年１カ月分の免除申請が
できるようになります。
○これまでは、過去分の国民年金保険料の免除（※）が受
けられる期間は、申請の直前の７月（学生納付特例は直
前の４月）までの１年以内でした。
○平成26年４月からは、申請時点の２年１カ月前の月分
まで申請できるようになります。
【失業などの特例免除の対象期間も拡大されます】
○災害・失業などを理由とした免除（特例免除）は、これ
までは、申請時点の年度または前年度に災害・失業な
どの理由があることが条件となっていました。
○平成26年４月からは､災害・失業などの前月から災害･
失業などがあった年の翌々年６月までの期間について､

特例免除の申請ができるようになります。（平成26年３
月以前にあった災害･失業も対象となりますが、過去分
の審査対象期間は、２年１カ月前までです）
【申請方法は】
　市役所または年金事務所に申請してください。
　必要な添付書類など、詳しくは申請先までお問い合わ
せください。
（※）｢免除｣とは､全額免除､一部免除（３／４、半額、１
／４）、若年者納付猶予、学生納付特例のことです。
◆ご注意ください◆
○２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができま
すが、申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け
取れない場合や失業などの特例免除が受けられない場
合がありますので、すみやかに申請してください。
○申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いま
すので、免除が承認されない場合があります。
　なお､全額免除と一部免除は配偶者および世帯主､若年
者納付猶予は配偶者についても所得審査を行います｡配
偶者や世帯主が失業などに該当する場合も免除を受け
られる場合があります。

年
金
・
国
保
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くらし下水道全体計画の見直しにおける
　　　　　　住民アンケートの実施結果

　先日実施した下水道整備に関するアンケート結果の一部をお知らせします。
■概要
　対象地区：８地区(練貫、練貫・市野沢、市野沢、富池、小滝、親園南区、滝沢、佐久山)
　対象世帯：538世帯　
　調査期間：平成25年９月27日～12月13日
　回  収  率：50.9％　
■結果　住民意向に直接関係する問９・問10のみ掲載します。
※全体の結果については、市ホームページをご覧ください。

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100

無回答

現在の処理を継続

浄化槽故障後に切替

改築などにあわせて切替

早期に接続利用

問９　今後の公共下水道の整備について、
　　　どのような進め方を望まれますか？

問10　将来、公共下水道が整備されて接続でき
　　　るようになった場合、ご自身のお考えを
　　　お選びください。

■今後について
　　アンケートの結果を参考に、関係機関などと協議の上、計画区域の見直しを検討します。

練貫

練貫・
市野沢

市野沢

富池

小滝

親園
南区

滝沢

佐久山

練貫

練貫・
市野沢

市野沢

富池

小滝

滝沢

佐久山

親園
南区

31 37

67

44

36

59

16

25

28

13 13

５

22

29

17

43

32

８

31

71

75

57

74

37

42

52

13

６

７

９

４

10

13

19 31 ６

３

７

10

８

４

25

14

32

50

26

19

22

６

９ 24

19 22

15

４

32 10

25

11

21 36

16

25

20 36

４

62 ５

56

３

36 ７

59 11

21 21

17 33

32 ８

単位(%) 単位(%)

問　下水道課　　　　(２３)８７１２

[回答の内訳 ] [ 回答の内訳 ]

62

無回答

公共設置型浄化槽を使用

整備を望まない

10年以上でも整備

10年以内の整備

整備希望の計
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●
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
お
お

む
ね
55
歳
ま
で
の
消
費
者
問

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
方

②
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

③
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

④
次
の
資
格
を
有
し
て
い
な
い

場
合
、
委
嘱
期
間
中
に
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
に
積
極
的

な
方

 

・
消
費
生
活
専
門
相
談
員

 

・
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

●
募
集
人
員　

1
名

●
業
務
内
容　

 

・
消
費
生
活
に
か
か
る
相
談
お

よ
び
苦
情
な
ど
の
対
応

 

・
地
域
に
お
け
る
消
費
者
啓
発

活
動

●
委
嘱
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日（
再
任
用
可
）

●
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
の
う
ち
の
２
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
除
く

●
勤
務
場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
住
吉
町
１‐

９‐

３
７
）

●
報
酬　

市
規
定
に
よ
る
日
給
制

●
応
募
方
法　

３
月
18
日（
必
着
）

ま
で
に
市
販
の
履
歴
書（
応
募

資
格
④
の
有
資
格
者
は
認
定

書
の
写
し
添
付
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
左
記
へ
持
参
ま

た
は
郵
送

●
選
考
方
法　

提
出
書
類
と
面
接

に
よ
る
選
考

※
面
接
の
日
程
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問　
　

生
活
環
境
課　
　

１
階

　
　
　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

　
●
募
集
物
件

　

ベ
ル
シ
ャ
ト
レ
本
町（
本
町
２

‐
２
８
２
９
‐
２
２
６
）

●
募
集
戸
数　

２
戸

●
間
取　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
基
本
家
賃　

　

７
万
６
０
０
０
円

●
入
居
者
負
担
額　

　

７
万
３
０
０
０
円
〜

　

７
万
６
０
０
０
円

●
共
益
費　

４
０
０
０
円

●
駐
車
場　

１
台
目
無
料

●
主
な
入
居
条
件

・
家
族
で
入
居
で
き
る
方
。
単

身
で
も
条
件
に
よ
り
入
居
可
。

・
世
帯
の
収
入
が
一
定
基
準
に

当
て
は
ま
る
こ
と
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

県
住
宅
供
給
公
社

　
　

住
宅
管
理
部

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）０
４
６
１

　

総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル
お
よ

び
廊
下
・
階
段
な
ど
の
床
改
修

工
事
の
た
め
、
ホ
ー
ル
の
使
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　

６
月
８
日（
日
）〜

　

８
月
８
日（
金
）

問　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
（
２
２
）４
１
４
８

　春は進学・進級に伴い、子どもにスマートフォ
ンなどの携帯電話を新たに持たせる機会が増え
る季節です。
　世界中にインターネット（以下ネット）が普及
し、日本でもさまざまな場所から誰でも簡単に
ネットに接続できる環境が整ってきました。
　今では、パソコンや携帯電話だけでなく、携
帯型ゲーム機や携帯音楽プレーヤーでネットに
接続し、友達との連絡や情報交換などをしてい
る子どもも多くいるようです。
　近年ネット利用が低年齢化し、器用に端末を
操作している子どもをよく見かけます。ただ、
端末の操作はよく把握していても、ネットの危
険性を意識して操作している子どもはごくわず
かです。顔が見えないネット上では、犯罪を目
的として意図的に子どもに近づいてくる人や、
スマートフォンのアプリの中には、アクセス履
歴や個人情報などを収集する事を目的とした悪
質なものもあります。また、無料通話アプリや
掲示板などで友達とやり取りする際、些細なこ
とがきっかけとなりトラブルになることもあり
ます。ネットを利用する際には、さまざな危険
が存在することについて家族で話し合い、利用
のルールを決めてはいかがでしょうか。
　もし、ネットを利用して被害に遭ったりトラ
ブルに巻きこまれた場合には、すぐに消費生活
センターにご相談ください。

消費生活センター情報
≪子どものインターネット利用≫

大田原市消費生活センター
大田原市住吉町1‐9‐37　　（２３）６２３６
　相談受付　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
　※土・日・祝日を除く

大
田
原
市

消
費
生
活
相
談
員
募
集

栃
木
県
住
宅
供
給
公
社

特
定
優
良
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

使
用
休
止
の
お
知
ら
せ

教
養
・
文
化

市民サービスの向上につなげるため、有料広告を掲載しています。

直し
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平成26年度市民学校受講案内
■受講資格　満15歳以上で市内に住んでいるか、市内
　　　　　　に勤務している方
■募集期間　４月７日(月)～ 11日(金)　
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
■学習時間　40時間(例外の講座もあります)

■受講料　無料(教材費は自己負担)
■申込方法　開催する地区公民館においてある所定の
　　　　　　用紙に記入して直接申し込み
※定員になり次第締切。　※電話・FAXでの申し込みは
不可。　※大田原西地区公民館のヨガ教室は受講歴３
年以上､エアロビクス教室は受講歴５年以上の方の申し
込みは不可。☆印は新規開設講座です。

公民館 コース

パソコン・アラカルト

太極拳教室
(初心者向け)

絵手紙講座

エクセル入門

ゴルフ教室

菊づくり教室

ヨーガ教室

竹工芸

☆リズム体操と
ピラティス

押し花教室

楽しいハーモニカ
講座

俳句講座

やさしい英会話初級

組紐で作る
アクセサリー
☆手芸教室

(エコクラフト･編み物ほか)

フラダンス入門

健康リズム体操入門

ふれあい農園入門

健康リズム体操

エアロビクス教室

気功・太極拳教室

フラワーアレン
ジメント教室

フラワーアレン
ジメント講座

わくわく
人間力アップ講座

ふるさとおもてなし講座

９月ごろ開始(詳細未定)／８月に募集予定

曜日

水

第1･3水

第1･3木

第1･3木

第1･3金

第1･3水

第1･3金

第2･4月

第2･4水

第2･4土

第2･4火

第2･4水

第2･4火

第3水

火

隔週
火

土

木

金

第４水

第１木

第3火

水
(月1回)

木

講師

田中 正子

法山 明子

神田 芳子

田口 博満

酒井 正史

上田 時子

斉藤 史子

高龍 勝弘

橋本 春美

和気 百合子

松本 富枝

(有)ライフファイ
ナリスト大島
(株)大田原
ツーリズム

時間

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前９時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午後１時30分
～３時30分

午後１時30分
～３時30分

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

午前10時
～11時30分

午前10時
～11時30分

午前９時30分
～11時30分

午後１時30分
～３時30分
午後１時30分
～３時30分

午後６時30分
～８時30分

午後２時～４時

午後７時～９時

午前10時30分
～11時45分
午後６時45分
～７時45分
午後７時30分
～９時

午後６時30分
～９時

午後１時～４時

午前９時～正午

午後７時～９時

午後７時～９時

定員

20

30

30

30

30

30

30

15

25

20

20

20

20

20

20

20

20

40

15

15

22

50

30

25

20

20

年間教材費

約2,000円

障害保険料
約400円

障害保険料
約500円

約3,000円

約3,000円

約10,000円

約5,000円

約7,500円

約500円

約20,000円

保険など
5,000円
苗、資材
各自持参
保険など
1,000円
保険など
1,000円
保険など
1,000円
１作品

2,000～3,000円

１作品
2,000～3,000円

１作品
1,000円程度

前・後期
各10,000円

なし

なし

なし

ヨガマット
各自用意

11,000円

約3,000円

なし

受付場所

大田原東地区
公民館
　(２４)２７７７

大田原西地区
公民館
　(２３)８７１９

湯津上地区
公民館(農村環境
改善センター)
　(９８)３４２５

大
田
原
東
地
区

大
田
原
西
地
区

金
田
北
地
区

金
田
南
地
区

親
園
地
区

野
崎
地
区

佐
久
山
地
区

湯
津
上

地
区

※1

※1※3

※1

※2

※1　練習ボールは
各自持参

※2　マットは各自
持参

※1　ハーモニカ購入
者は約4,000円

※2

※2
第1･3火

第2･4水

金田北地区
公民館
　(２３)３２５３

金田南地区
公民館
　(２３)２２６０

佐久山地区公民館
　(２８)０８７２

親園地区公民館
(農村環境改善
センター)
　(２８)２４４４

※1　栽培する圃場
代を含む

野崎地区公民館
(野崎研修センター)
　(２９)２６０５

増子 美佐子

墨谷 真理江

墨谷 真理江

阿久津 あすか

勝城 一二

薄井 八重子

墨谷　大

藤岡 淑子

和気 百合子

齋藤 芳子

屋代 恵一郎

農業組合法人グリー
ンリーフのざき組合員

佐藤 加寿音

※1　年10回講座
※2　年11回講座
※3　午後２時または

３時終了の場合
も有

※1

※1

エコクラフト
手芸教室

編み物講座
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特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

　

論
語
の
教
え
を
基
に｢

志｣

を

高
め
、
人
と
し
て
の
品
格
と
誇

り
を
育
み
ま
す
。

●
日
時　

４
月
〜
平
成
27
年
３
月

　

毎
月
第
３
土
曜
日(

年
12
回)

・
親
子
の
部　

午
前
９
時
〜

・
一
般
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

各
１
時
間
程
度

●
場
所
ト
コ
ト
コ
大
田
原　

　

市
民
交
流
ホ
ー
ル
会
議
室

●
対
象
・
定
員

・
親
子
の
部　

市
内
在
住
の
年

長
児
〜
中
学
生
ま
で
の
児
童

生
徒
と
そ
の
保
護
者　

20
組

程
度

※

保
護
者
の
送
迎
が
あ
れ
ば
、

児
童
生
徒
の
み
の
受
講
も
可

・
一
般
の
部　

市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
成
人　

40
名

●
講
師

・
親
子
の
部　

塩
野 

操 

氏

　

(

元
黒
羽
芭
蕉
の
館
館
長)

・
一
般
の
部　

小
沼 

隆 

氏

　

(

何
陋
塾
塾
長)

●
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

※

別
途
資
料
代
５
０
０
円

※

親
子
の
部
の
保
護
者
に
つ
い

て
は
資
料
代
の
み

●
申
込
期
間 

３
月
３
日(

月)

〜

28
日(

金)

　
　
　

生
涯
学
習
課　

湯

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
５

墨谷 真理江

藤原　緑

磯　孝子

船山 孝延

(社)終活カウン
セラー協会ほか

午後７時30分
～９時

午後１時30分
～３時30分

午後７時～９時

午前９時30分
～正午

午後１時30分
～３時30分

30

30

20

20

20

なし

１作品
約2,000円

約7,000円

約3,000円

なし

黒羽･川西地区
公民館
　(５４)０１８４

黒
羽･

川
西
地
区

※1　基本紐を購入
する場合

※2　材料費は自己
負担

第2･4金

第2･4火

第1土

月

木
(月2回)

公民館 コース

フラワーアレン
ジメント教室

キミ子方式
絵画教室

エコクラフト
手芸

ヨーガ体操

曜日

第4金

第2金

第1･3金

第2･4月

講師

橋本 春美

多部田 百子

菊池 タマ子

和気 百合子

時間

午前10時～正午

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

定員

20

15

20

30

年間教材費

１作品
2,500～3,000円
約5,000円

ほか絵具代(希望者)

約3,000円

なし
マットは各自

受付場所

両郷地区
公民館
(両郷出張所)
　(５９)０１１１
須賀川地区
公民館
(須賀川出張所)
　(５７)０１１１

両
郷
地
区

須
賀
川
地
区

午後１時30分
～３時30分

何
陋
塾（
論
語
素
読
講
座
）

受
講
生
募
集

ふれあいの丘講座
肩こり・腰痛ケア(かんたん体操とストレッチ)
●日時　３月16日(日)　午前10時30分～正午
●場所　ふれあいの丘研修室
●内容　いつでも､どこでも気軽にできる運動を紹介
●講師　墨谷 真理江 氏　●定員　20人　
●参加費　1,500円　※昼食が付きます。

陶芸教室
●日時　①３月23日(日)午前10時～午後１時
　　　　②４月27日(日)午前10時～正午(全２回)
●場所　ふれあいの丘陶芸館
●内容　お皿､コップどちらかを選び､成形・絵付
けを行います。※１回目は昼食が付きます。

●定員　10人　　　　●参加費　2,500円(全２回)

ふれあいの丘で星空を眺めよう
●日時　3月28日(金)　午後６時～９時30分
●場所　ふれあいの丘天文館および研修室
●内容　季節の星座について､解説を聞きながら観
望します｡特別メニューの食事付きです。

●定員　30人　　　　●参加費　2,000円

●その他　当日の宿泊可能。その場合、宿泊代な
どが別途必要です。

折り紙教室
●日時　3月29日(土)　午後１時～２時20分
●場所　ふれあいの丘研修室
●内容　折り紙で花のリースを作ります。
●講師　日本折り紙協会公認講師
●定員　30人　　　　●参加費　300円

しゃぼん玉で遊ぼう
●日時　3月29日(土)　午後２時30分～３時30分
●場所　ふれあいの丘研修室
●内容　しゃぼん液を作ったり、割れにくいしゃ
ぼん玉などで遊びます。

●定員　30人　　　　●参加費　300円

●申込方法(全講座共通)
　下記へ電話で申し込み。どなたでも参加できま
す。定員になり次第締切。

　　　ふれあいの丘　　(２８)３１３１

☆楽々シェイプ

☆終活講座

るーぷアート&
アートクレイシルバー

料理教室

初心者
パソコン教室

湯
津
上
地
区

渡辺 恵津子 午前９時30分
～正午 20 食材費　1回

約1,000円第2･4土料理講座
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●
期
間　

５
月
10
日
〜
平
成
27

年
２
月
14
日
の
土
曜
日

　
（
20
回
開
催
）

●
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

大
田
原
西
地
区
公
民
館

●
対
象　

　

市
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い

る
児
童
お
よ
び
一
般
の
方

●
定
員　

30
名

●
受
講
料　

無
料

●
講
師　

　

大
田
原
将
棋
愛
好
会
会
員

●
申
込
方
法　

４
月
７
日（
月
）〜

18
日（
金
）に
左
記
へ
直
接
申

し
込
み

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　
　

大
田
原
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
９

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
年
齢
の
異
な
る
女
の
子

た
ち
が
集
団
と
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
野
外
活
動
や
地
域
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
年
齢　

小
学
校
１
年
生

〜
高
校
３
年
生
ま
で
の
女
子

●
募
集
締
切　

３
月
31
日（
月
）

　
　
　

栗
原 

敏
子

　
　
　
（
２
２
）３
６
１
６

　
　
　

広
瀬  

貞
子

　
　
　
（
２
３
）６
０
０
１

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

あなたの税が未来を拓く
市町村税滞納撲滅月間2014
　行政サービスを提供していくためには、貴重な自
主財源である市税収入の確保がとても重要です。
　また、収入の確保だけでなく、公平な徴収による
納税者の信頼を確保するためにも、滞納整理を推進
し、滞納を防止する必要があります。　
■県内一斉の取組■
　３～５月を「市町村税滞納撲滅月間2014」として､栃
木県との協働により、県内一斉に徴収の強化に取り
組みます。
■市税は納期内に納付を■
　市が提供する、福祉や教育をはじめさまざまな
サービスは、市税が主な財源の一つです。市税の滞
納は、市の財政を圧迫し、市民サービスに支障をき
たすことになりかねません。そして何より、納期内
に税金をきちんと納めている大多数の皆さんとの公
平性を欠くことになります。また、督促状の送付な
どの経費に余分な税金を使うことにもなります。
■差押えを強化■
　そのため、市では、収入や財産がありながら市税
を納付しようとしない滞納者に対しての滞納処分（差
押えなど）を強化しています。
　税金を納期限までに納めなかった方には、まず督
促状が送付されます。この督促状が発送された日か
ら起算して10日を経過した日までに、その税金を完

納しなかったときには、市は滞納者の財産（預貯金、給
料、生命保険、不動産、自動車、動産（電化製品や美術
品、貴金属など））を差し押さえなければならないこと
が法律で定められています。
　財産調査の一つに、滞納者の自宅などの「捜索」があ
ります。捜索とは、税を徴収する職員に認められた権
限で、裁判所の令状は不要です。捜索時に発見された
財産は、差し押さえされます。自動車のタイヤロック
を行う場合もあります。タイヤロックとは、差し押さ
えた自動車を運行、使用させないための措置（国税徴収
法第71条）で運行不能状態にするものです。
■事情がある場合はご相談ください■
　病気や失業､事業の廃止､災害にあったなど､やむを得
ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが困難
な方は､納期内に収納対策課まで連絡してください。
　生活状況などをお聞きしたうえで、徴収の猶予など
をすることができます。事情により納付が困難な場合
は、そのまま放置せず、まずは連絡してください。

【納税・滞納処分Ｑ＆Ａ】
　　　　　　　　　こんな話をよく聞きます
Ｑ１　借金があるから税金が払えません。
Ａ１　法律によって、税金は全ての債務（借金含む）

に優先すると定めてあります。個人債務より
税金が優先されます。（地方税法第14 条）

Ｑ２　いきなり差し押さえはあんまりではないか。
Ａ２　税は納期内納付が大原則です。督促状発送日

から起算して10日を経過した日までに完納し
ない時は「差押えをしなければならない」と明
示してあります。（地方税法第331条など）

Ｑ３　個人の財産を勝手に調べて差し押さえされた
が、プライバシーの侵害ではないの？

Ａ３　税金を滞納すると､国税徴収法･地方税法に基
づき財産すべてに対する調査権限が発生しま

す｡この権限により調査を受けた金融機関など
の関係機関は、協力しなければなりません。
また、財産の調査は、個人情報保護法に一切
抵触しません。

Ｑ４　差押えの前に自宅訪問はしないの？
Ａ４　差押えなどをするにあたり、自宅訪問して納

税を催告する行政サービスは原則として行い
ません。

　　　差押えなどが行われるまでには、必ず事前に
督促状などの通知が送付されています。

Ｑ５　小額滞納でも差押えはするの？
Ａ５　金額の大小に関わらず差押えなどを行います。

｢小額の滞納だから差し押さえられないはず…｣
といった考えはお止めください。

【平成25年度滞納処分の執行状況】
平成25年12月末現在

※換価…差し押さえた財産を強制的に金銭に換えること

財産調査　      6,212件 財産差押え        　  803件
換価件数　      1,039件 換価金額         64,706千円

大
田
原
西
地
区
公
民
館

将
棋
教
室

　　収納対策課　　１階　　（２３）８７０３

税
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●
日
時　

４
月
１
日（
火
）〜
30

日（
水
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※

税
務
課
の
み
、
毎
週
水
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で

●
場
所　

　

税
務
課（
仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
）、

　

湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所

●
縦
覧
で
き
る
方

 

・
本
市
に
所
在
す
る
土
地
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
）

 

・
本
市
に
所
在
す
る
家
屋
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
）

 

・
納
税
者
の
代
理
人（
要
委
任
状
）

 

・
納
税
管
理
人

 

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族

 

・
法
定
相
続
人（
相
続
人
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
戸
籍
謄
本

な
ど
が
必
要
）

●
縦
覧
で
き
る
帳
簿

 

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

土
地
の
所
在
地
番
ご
と
に
地

目
、地
積
、価
格
な
ど
を
表
示

 
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

家
屋
の
所
在
地
番
ご
と
に
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
、

建
築
年
次
な
ど
を
表
示

●
そ
の
他

　

価
格
に
つ
い
て
不
服
の
あ
る

方
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
不
服
の
審
査
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

税
務
課　
　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
６（
土
地
）

　
　
　
（
２
３
）８
８
６
４（
家
屋
）

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ

え
た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま  

す
。

●
日
時

　

３
月
13
日（
木
）　

午
前
10
時

●
場
所　

栃
木
県
庁
那
須
庁
舎

第
１
会
議
室（
大
田
原
市
中
央

１
‐
９
‐
９
）

●
持
参
す
る
も
の　

現
金
、印
鑑
、

身
分
証
明
書
、委
任
状（
代
理

人
の
場
合
）

　
　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　
　
（
２
３
）４
１
７
１

電
話
加
入
権
を
公
売
し

ま
す

第１回のざき桜まつり
  【桜並木ライトアップ】
 ・期間　４月４日（金）～１８日（金）
 ・場所　野崎第二工業団地桜並木の一部
  【イベント】
 ・日　時　４月12日（土）午前10時～午後３時
　　　　　※雨天の場合は、13日（日）に延期
 ・場　所　上石上運動公園
「与一の里玉入れ選手権大会」参加チーム募集！
 ・クラス　ジュニアの部（小学生）/一般の部（中
学生～ 59歳）/シニアの部（60歳以上）
　１チーム６名（性別不問）
 ・参加料　　無料
 ・その他　　上位入賞チームには賞品有り
 ・申込方法　３月31日（月）までに下記へお問い
　　　　　合わせください。
　与一の里玉入れ選手権大会  大会長　鳥羽  健児
　　　　　　　　　　　　　（２９）００４０

「フリーマーケット」出店者募集！
 ・出店料　無料
 ・申込方法　３月31日（月）までに下記へお問い
　　　　　合わせください。
　のざき桜まつり実行委員会事務局  石塚  堯
　　　　　　　　　　　　　　（２９）１６０６
「ゲームコーナー」　大ダルマおとし、輪投げなど
「模擬店」　焼きそば、フランクフルトなど

　　野崎地区活性化協議会  会長　関谷  利勝
　　　　　　　　　　　　　　（２９）０５７８

■今年度の動き■
　平成25年度におけるグリーン・ツーリズムの実
績は４月から12月までの８カ月間において、ツ
アー開催数は34回、視察ツアー数は13回と、
平成24年度の１年間（11回、２回）と比較し、
大幅に増加しました。観光交流人口も昨年度
189人に対して、本年度は800人を超える計画
であり、大幅増の予定となっています。また、
平成26年度の予約が、大型の団体予約も含め、
すでに入ってきています。例えば、首都圏から
の団体は約180人規模で２泊３日の農家民宿と
農業体験をする予定であったり、九州からの団
体は約160人規模で農家民宿で１泊を過ごす予
定など、今年度は比較的日帰り体験が多かった
ものの、平成26年度は農家民宿の宿泊数も多く
なる予定です。

■農家民宿■
　平成25年12月末までの農家民宿を希望する軒
数は35軒と大幅に増加し、地域として取り組む
箇所も増加しています。これは、今まで体験し
た市民の方から、体験したこどもたちとの触れ
合い、交流の良さを実体験から理解が深まって
きているものと想定されます。
■海外からのお客さま■
　平成25年11月８日～ 10日、
台湾内の高等学校の校長先
生ら７名が本市を訪れ、学
生らの教育旅行の事前視察
として、市内の学校の視
察・学生との交流や農家民宿の体験などを行い
ました。その後、那須や日光にも訪れ５日間の
日本での体験を行いましたが、一番の思い出は
大田原での農家民宿であり、台湾の子どもたち
にも農家民宿での体験、日本の学生との交流を
させたいと話していました。

大田原グリーン・
ツーリズム
最近の動向

大田原ツーリズム　　（４７）６７５９

平
成
26
年
度
固
定
資
産
税

に
関
す
る
帳
簿
の
縦
覧

産　業
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　地域の農地や農業用水などが有する多面的な機能の
保全のため、市では現在40の活動組織が「農地水保全
管理支払（共同活動支援）制度」を有効に利用し、農村
環境の保全に取り組んでいます。
　今後それに代わる「日本型直接支払制度」が新しく創
設され、平成26年度から予算措置、平成27年度から
は法律に基づく実施として、多面的機能支払交付金
　　①「農地維持支払」　②「資源向上支払」
の二つが新設されます。

　①「農地維持支払」については、主に農地の草刈や水
路の泥上げ、農道の砂利補充などの基礎的な活動に対
し、農業者のみで構成される活動組織でも支払われる

ように変更され、②「資源向上支払」は農業用施設の軽
微な補修や環境保全活動など、地域住民を含んだ活動
組織に支払われます。

　市では、現在の農地水保全管理支払（共同活動支援）
に取り組んでいる活動組織のほか、未取組地区につい
ても取り組みを推進していきます。３月に説明会など
の開催を予定していますので、取り組みを希望される
組織などについては市農林整備課へお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ期限　３月中旬まで
※なお、従来の「中山間地域直接支払」と「環境保全型
　農業直接支援」はそのまま制度継続されます。

フラダンス
●日時　４月９日～６月11日（全10回）　
　　　　毎週水曜日　午前10時～正午
●会場　県北体育館　サブアリーナ
●講師　佐藤   加寿音  先生（エレガントフラ所属）
●受講料　2,500円　　　　●定員　30名
テニス
●日時　４月10日～６月12日（全10回）
　　　　毎週木曜日　午前10時～正午
※雨天時は中止になる場合があります。
●会場　美原公園テニスコート
●講師　後藤  敏雄 先生､吉岡  麻子 先生､我妻 章子 
　先生、藤田  元先生（予定）
●受講料　1,500円　　　　●定員　40名

各種目共通
●対象　市内在住の女性
●申込方法　３月17日（月）午前９時から県北体育
館会議室で先着順に受付、定員になり次第締切。
　どなたでも参加できます。
※３月18日（火）以降、定員に余裕がある場合に限
り28日（金）まで県北体育館で受付。
　受付は平日午前８時30分～午後５時15分。
※代理申し込みの場合、代理者１名につき１名分
の申し込みが可。受付に来た方が、自分と他者
の分を同時に申し込むことはできません。
※電話による申し込みは不可。
問　スポーツ振興課　　（２２）８０１７　

春の女性スポーツ教室参加者募集

子どもプール塗装および清掃のため
３月３日（月）～ 20日（木）まで休館します。

　　大田原市屋内温水プール　　（２４）０７７８

■大田原市屋内温水プール臨時休館のお知らせ■

スポーツ

「日本型直接支払制度」が創設されます

■制度の全体像

農地水保全
管理支払交付金

― ―

日本型直接支払制度

農林整備課　　３階　　（２３）８１２６

多面的機能支払交付金
①農地維持支払
（新設）

単価（都府県）
（10ａあたり）

単価（都府県）
（10ａあたり）

田　3,000円
畑　2,000円
草地　250円

多面的機能支払交付金
②資源向上支払

（農地水の組換相当）

田　2,400円
畑　1,440円
草地　240円

農地水保全管理支払
（共同活動支援）

田　4,400円
畑　2,800円
草地　400円

農地水保全管理支払
（向上活動支援）

中山間地域直接支払 制度継続（そのまま）

環境保全型農業直接支払

田　4,400円
畑　2,000円
草地　400円

平 
成 

26
年 

度 

改 

革
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●対象　小学１～６年生
●期間　４月～平成27年３月　毎週火曜日
　　　　午後６時30分～８時
●練習場所　両郷中央小学校　校庭
●指導者　市サッカー協会スタッフ
●費用　年会費6,000円（スポーツ傷害保険代含む）
●申込方法　下記へ電話で申し込み
　　　市サッカー協会　郡司  陸成　　（５４）０１２６

栃木ＳＣサッカースクール
大田原スクール受講者募集

大田原市サッカー協会サッカー
スクール練習生参加者募集

ラージボール卓球教室受講者募集

大田原テニス教室参加者募集
●期間
①小学生　４月２日～６月18日　毎週水曜日
　　　　　午後６時30分～８時30分
②中学生～成人　４月４日～６月20日　毎週金曜日
　　　　　　　　午後７時30分～９時30分
●会場　美原運動公園テニスコート
　水曜日　２面／金曜日　３面
●対象者　原則として大田原市内在住、在勤また
　は大田原テニス協会登録の方
●内容・定員
　小学生　45人（ショートテニス～基礎テニス）
　中学生～成人　30人（基礎テニス）
●参加費
　小学生　　4,000円　中学生・高校生　5,000円
　一般　　　6,000円
※市テニス協会登録者は1,000円割引
　（開校日にテニスコートで支払）
●申込方法　
　３月４日（火）～ 31日（月）の午前８時30分～午
後５時15分に県北体育館へ直接申し込み
　（土・日・祝を除く）
問　市スポーツ振興課　　（２２）８０１７
　　大田原市体育協会テニス部　鈴木
　　　０９０（４９１６）１６１８

　ラージボール卓球とは､通常の卓球より大きい
ボールを使用し､卓球に準じたルールで行うスポー
ツです｡
●日時　４月１日（火）～ 12月18日（木）　
　　　　午後７時～９時　毎週火・木・土曜日
●場所　若草中学校体育館
●募集人数　40歳以上の市内在住または在勤者50名
　　　　　  （男女不問）
●費用　年間4,000円（初回納入）
※県連盟に登録する方は、別に登録料が必要。
●申込方法　県北体育館にある要項および申込書
で申し込み。黒羽地区の方は市卓球協会猪股ま
でお問い合わせください。
　　　　市スポーツ振興課　　（２２）８０１７
　　　大田原市卓球協会　伏見　　（４７）４６５８
　　　　　　　　　　　　菊池　　（２３）２８７４
　　　　　　　　　　　　猪股　　（５４）３９６２

●期間　４月９日～平成27年３月18日　毎週水曜日
　　　　（年間35回）
●場所　大田原体育館
●募集概要（対象年齢/定員）
 ･キッズ（年中･年長/20名）
 ･ジュニアＣ（小学１･２年/25名）
 ･ジュニアＢ（小学３･４年/20名）　
 ･ジュニアＡ（小学５･６年/20名）
●指導者　栃木ＳCアカデミーセンターコーチング
スタッフ
●申込方法　栃木ＳＣホームページに掲載または
県北体育館にある申込書に、必要事項を記入し
て下記へＦＡＸまたは郵送で申し込み
●申込期間　３月中旬ごろから先着順で受け付
け。募集開始日は栃木ＳＣホームページで確認
してください。定員になり次第締切。
※2013年度からの継続会員優先
　　　㈱栃木サッカークラブ
　　　　栃木サッカークラブサッカースクール係
　〒３２０‐００２４　栃木県宇都宮市栄町１‐15
　　栃木開発センター４階
　　０２８（６５０）５５４０　　０２８（６００）５５５９
　　http://www.tochigisc.jp/

平成26年度スポーツ安全保険加入の案内
　スポーツ安全保険は、通常の経路往復中も含め
たグループ活動中の傷害事故および賠償責任を負
う事故を補償するものです。
●対象者　スポーツ・文化・ボランティア・地域
活動などをおこなう５名以上のグループ
●保険期間　４月１日（火）～平成27年３月31日（火）
※４月１日以降に申込みをした場合は、掛金振込
日または加入依頼書の封筒に押印された消印日
のいずれか遅い日の翌日、インターネットでの
加入の場合は､掛金の振込日の翌日から有効にな
ります。
※振込手数料として、１件当たり105円かかります。
※パンフレットおよび加入依頼書設置場所は次の
とおりです。
　県北体育館／黒羽体育館／足利銀行大田原支店
／足利銀行大田原南出張所／足利銀行黒羽支店
※なお、申し込みについては、銀行および郵便局
のみの受付となります。
●インターネットによる加入受付「スポ安ねっと」
　詳細は下記ホームページをご覧ください。
　 http://www.sportsanzen.org
問　（財）スポーツ安全協会栃木県支部
　　　　０２８（６２２）７８７８（直通）
　　　午前８時30分～午後５時（土･日･祝日除く）
　　市スポーツ振興課　　（２２）８０１７
　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　（土･日･祝日除く）
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【天文情報】

　ふれあいの丘天文館  　（２８）３２５４
検 索詳しくは ふれあいの丘天文館

れら３つの星をたよりに、うしかい座、おとめ座、そ
してしし座を探してみましょう。しし座には明るい星
レグルスがあり、「ししの大がま」をたどる目印になり
ます。
　北斗七星は「おおぐま座」の一部です。北斗七星の上
の２つの星を矢印のように伸ばすと北極星がありま
す。北極星は「こぐま座」のしっぽの先にあたります。　2012年３月に地球に小接近し、その後遠ざかって

いた火星が２年ぶりに地球に接近しています。
　火星の軌道は楕円形のため、同じ「接近」でも遠い
時と近い時があり、最も近い接近を「大接近」、最も
遠い接近を「小接近」といいます。今回の接近距離は
約9,200万kmです。前回より少し地球に近づきます
が、大接近時の距離（2018年７月に約5,800万km）に
比べるとだいぶ離れていますので、今年は小さめの
火星を見ることになります。
　火星は地表に酸化鉄（赤さび）を大量に含むため、
赤く見えます。北極と南極に白く見える極冠は二酸
化炭素と水が凍ったものです。　
　天文館では３月末頃から、第８回観望時に火星を
観望できるようになります。

　まず、北斗七星を見つけます。特徴的な形なので
すぐに見つかります。北斗七星の柄の部分を曲線に
そって南に伸ばすと２つの明るい星（アルクトゥール
スとスピカ）が見つかります。この星の並びが「春の
大曲線」です。さらにアルクトゥールスとスピカを含
む正三角形の頂点に少し暗めの星デネボラが見つか
ります。この三角形を「春の大三角」といいます。こ

ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３２５１
検 索詳しくは ふれあいの丘自然観察館

　自然観察館では、「第３回昆虫の絵のコンクール」を
開催しました。今年は市内の幼稚園・保育園から371
点もの元気あふれる作品が集まりました。
　展覧会に先立っての審査会では、人間国宝の勝城蒼
鳳氏を中心に、美術専門家・昆虫学者・元校長先生な
ど10名で審査をしていただきました。どの作品も子
どもらしく、心なごむ楽しい作品で、選考は苦労して
いましたが、入選作品を決定しました。
　入選者には賞状・賞品、さらに、ホテルから食券が
贈られました。紙面の関係で最優秀賞作品のみ紹介し
ます。

　

☆増渕コレクション
　増渕コレクションの中から、紹介できなかった珍し
い昆虫を紹介します。
「ヤママユ黒化型」
　ヤママユガは黄色や赤褐色など
の色彩変異が大きいが、ここまで
黒いのは大変珍しい。
　このマユからつくられる生糸は
淡い緑色をしていて高級絹の材料
として使用されます。　　　　

「ツマグロスズメバチ♂」
　日本では宮古島より南に生息し、
オレンジ色と黒色の腹部が特徴で
す。４月頃女王バチが活動をはじ
め、後に羽化した働きバチと巣を
大きくしていきます。
　雄は図鑑でもなかなか見られな
いような珍品です。

「ヒトリガ」
　火取蛾・火盗蛾の名と共に、色
彩が不思議さを感じます。
　この「ガ」は毒をもっていて、こ
の鮮やかなオレンジ色は警戒色な
のかも知れません。

　☆★☆　火星が地球に接近　☆★☆　

☆★☆　春の星座の探し方　☆★☆

ヤママユガ

ツマグロスズメバチ

ヒトリガ

かとう そうや さん
（年少:みはら保育園）

ふくだ かんた さん
（年中:すさぎ保育園）

ぐんじ てつろう さん
（年長:かねだ保育園）

最優秀賞
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　　　　（２４）０８８０
大田原市本町1-2703-6

検 索Nasu-hh

リチャード･クレイダーマン 2014
　  with ストリングス･トリオ&パーカッション

中村達也トリオ＆坂田明
　　　　　    JAZZ コンサート

当ホール主催の事業に限り､安心して公演をお楽しみい
ただくために､公演中の託児サービスを行っています｡

※公演の10日前までにお申し込みください。

託児サービス

Information
お知らせ

Information
お知らせ

　下記の講座を開講し、その受講生を募集します。
　詳細はホールまでお問い合わせください｡

■オーケストラ養成講座
　（那須フィルハーモニー管弦楽団）
♪受講日　毎週水曜日　午後７時～９時
♪対象者　小学校高学年以上でオーケストラが使う
　楽器を所有し、ある程度演奏できる方
■ジュニア・オーケストラ・ワークショップ
♪受講日　毎月１回・日曜日　午後１時～４時
♪対象者　小学生～高校生（楽器の演奏経験があり、
　使用する楽器を自分で用意できる方）

■合唱団育成講座
「一般の部」（那須野が原ハーモニーホール合唱団）
♪受講日　毎週月曜日　午後７時～９時
♪対象者　高校生以上
「少年少女の部」（那須野が原少年少女合唱団）
♪受講日　毎週木曜日　午後6時30分～８時30分
♪対象者　小学生～中学生

■演劇講座
♪受講日　毎週火曜日　午後７時～ 9時
♪対象者　中学生以上
♪指導　劇団らくりん座

■申込受付　
　那須野が原ハーモニーホール事務室の所定の用紙
　にて、３月１日（木）よりお申し込み頂けます。

料金：お子さま１人　2,000円
対象：満２歳以上のお子さま（先着10名様）

山崎まさよし LIVE SEED FOLKS
　 　　　　　in 那須野が原

■日　時　５月11日（日）　午後５時30分開演
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定 　6,000円（友の会5,400円）
■発売日　３月１日（土）　午前９時～

■日　時　5月24日（土）　午後３時開演
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定　
　一般　6,500円（友の会5,900円）
　学生　3,500円（大学生以下）
■予定曲　渚のアデリーヌ　ほか
■発売日　３月８日（土）　午前９時～

■日　時　６月７日（土）　午後４時開演
■会　場　小ホール
■チケット　全席自由　　
　大人　3,000円（友の会2,700円）
　学生　1,500円（大学生以下）
■発売日　３月29日（土）　午前９時～

チケット
発売情報

チケット
発売情報

岩崎宏美　ピアノ・ソングス
　　　　　　　　with　国府弘子

自主講座受講生募集

■日　時　７月19日（土）　午後３時開演
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定　　
　前売　5,500円（友の会5,000円）
　当日　6,000円
■予定曲　聖母たちのララバイ､思秋期､万華鏡　ほか
■発売日　３月15日（土）　午前９時～　

チケット
発売情報

チケット
発売情報

各講座発表会

第17回　演劇講座発表会
　　Play! Play!! Play!!! ～体と言葉の表現～
■日　時　３月16日（日）　午後２時開演
■会　場　小ホール　
■チケット　全席自由　
　大人　200円／中学生以下　無料（要入場券）

那須フィルハーモニー管弦楽団　 第15回定期演奏会
■日　時　３月２日（日）　午後２時開演
■会　場　大ホール　
■チケット　全席自由　
　大人　1,000円（友の会900円）
　中学生以下無料（要入場券）
那須野が原ハーモニーホール合唱団　 第８回定期演奏会
■日　時　３月９日（日）　午後２時開演
■会　場　大ホール　
■チケット　全席自由
　大人　200円／中学生以下　無料（要入場券）
那須野が原少年少女合唱団　第36回定期演奏会
■日　時　３月15日（土）　午後２時開演　
■会　場　大ホール
■チケット　全席自由　
　大人　200円／中学生以下　無料（要入場券）
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１/８創立50周年記念

　給排水衛生設備や冷暖房空調設備、水道配水管
などのライフラインの維持に努めてきた大田原管
工事工業協同組合は、平成26年10月９日をもって
創立50周年を迎えます。
　その記念事業の社会貢献事業として、本市に福祉
車輌が寄贈されました。この車輌は、管工事工業協
同組合が事前に市民のニーズを下調べし、それを元
に寄贈の品を選択してくださったものです。

　建設業者の仕事始めとして大田原神社の境内で
太子祭が開催されました。
　建設業に関係のある職人たちが、鳥帽子（えぼ
し）・狩衣（かりぎぬ）の装束を身にまとい、一年間
の無事を祈って、鋸（のこ）や手斧（ちょうな）など
の道具を使い、長さ４メートル、直径40センチの
スギの丸太を角材に仕立てました。

一年間の無事を祈って

大田原管工事工業協同組合福祉車輌寄贈

大田原太子祭

１/12

１/12ダルマやお飾りの縁起物に心弾む

　新春の恒例行事である花市が、大田原、佐久
山、黒羽の市内３地区で開催されました。
　会場では多くの出店が軒を連ね、ダルマや色鮮
やかなお飾りなどの縁起物などを買い求める大勢
の人でにぎわいました。
　花市には市のマスコットキャラクター、与一く
んも出かけていて、子どもたちは元気に与一くん
とふれあいながら花市を楽しんでいました。

　御神火（ごじんか）にあたることで、一年の無病息
災、家内安全などを祈るどんと焼きが開催されまし
た。竹の爆ぜる音は災いを退け、高く上る煙に乗っ
て正月の神様が帰ると言われています。
　また、その火で繭玉団子を焼いて食べると、病気
をしない、虫歯にならないといわれており、子ども
たちは色鮮やかに作られた繭玉団子をほおばりな
がら、楽しそうに一年の無病息災を祈りました。

炎に祈る無病息災

大田原花市

 どんと焼き（どんと祭）

広
報 2014.329
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１/23

１/15地域伝統の風習を学ぶ

　子どもたちに伝統の風習を知ってもらおうと、
「泉の会」の方々のボランティアの協力により、と
んぼだんご作りが行われました。
　とんぼとは家の戸のことを意味する言葉で、地
域によっては繭玉とも呼ばれます。
　１～２年生の子どもたちは、楽しそうに生地を
まるめ、色鮮やかに作った団子で、ミズノキをき
れいに彩りました。

　今年で９期連続となる王将戦の対局が、ホテル
花月で行われ、渡辺明王将（右）と羽生善治三冠
（左）が対決しました。
　また、王将戦の開催に合わせて、前夜祭や大田
原中学校生徒による対局見学、大盤解説会などが
行われました。
　参加者全員が最高峰の戦いを心ゆくまで堪能し、
棋士の一手一手を噛み締めていました。

最高峰の頭脳戦がここに

佐良土小学校とんぼだんご作り

第 63 期王将戦七番勝負第 2局

１/29

１/25大豆から味噌を作ろう

　大豆から味噌作りを体験することで、家族に食
育や農作物の大切さを学んでもらおうと、大田原
市農村生活研究グループ協議会が開催。当日は10
組24名の親子が楽しく味噌作りに参加しました。
　味噌作り後は、昨年作った味噌と地元の取れた
て野菜を使った、けんちん汁や味噌おにぎりなど
の料理がふるまわれ、みなさんでおいしく楽しく
いただきました。

　第１回の大田原マラソン大会から、昨年の第 26
回大会まで連続出場かつ最年長のランナーを、マ
ラソンの部と 10 ㎞の部でそれぞれグランドマス
ター賞として表彰しました。
【マラソンの部】　笹沼守さん（右）、71歳、栃木県
矢板市在住、たたみや草遊会
【10 ㎞の部】　高橋俊雄さん（左）、74 歳、栃木県
さくら市在住、Ｌｉｏｎｓ氏家

大田原マラソンを愛する英雄の誕生

親子味噌作り体験教室

 大田原マラソングランドマスター賞表彰式
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